


I.兼誌は､物性物理の研究を共同で促進するため､研究者がその研究

意見を自由に発表し討論しあい､また､研究に関連した情報を速やか

一に交換しあうことを目的として､毎月 1回編集 ･刊行されます昌掲戟

内容は､研究論文､l研究会 ･国際会議などの報告､講義ノー ト､研究

に関連した諸問題についての意見､情報などです.

2.太誌に掲載される論文については､十原則として審査は行ないませ在ら

但し､編集者が養誌に掲載することを著Uく不適当と認めたものにつ

いては､)改訂を求め､または掲載を拒絶することがあります｡

他の学術雑誌に引用するときは

扱いにして下さい｡

著 の承諾を得

1･雄詰めペキジ数を節約するため,原稿は極力簡潔にお書き下さい0

2.原稿は400字詰原稿用紙を使用して下さい｡′

数式 ･記考の章き方は､ Progress,J9urnalの投稿競走に準じ､ ミ

プリ¥ トが生じないように適当な処置をとって下さし､O

4.図の縮尺はいたしません｡図は不必要に大きくせず､それぞれ適当

な大きさに両いて下さい｡

別刷が入用な場合は,投稿の際に所要部数を10葦 位で申込んで下さ

11刷代は下記の方式により現金で前納していただきます｡

P :400字詰原稿用紙による貢数

Ⅹ :別別所要部数

別刷代-0.6ⅩP円

購読未定

I.本誌は ｢物性研究購読会｣の会員にのみ配布します0

2. ｢購読会｣の会員には個人会員､機開会員の別があわますo

会費を個人が支払うばあいを個人会員とし､機関が支払うばあいを樵

閲会員とします｡

3.個人会員疫は入会の際､入会金 100円を納めていただきます｡退会

の際には入会金はお返 ししません｡機関会員は入会金を要しません0

4.会費は月額､個人会員 160円､機関会員 300円とします0

5.会費は前月中に前納していただきます｡会費が前納されなかったと

きは雑誌の発送を停止 し､会費を2ケ月以土滞納した会員は退会 した

も'のとみなします.
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資 料

がセさをい 0

2 委員会の冠事は∴出際委員の過半数を もっ て決 し､ 可否伺数のときはJ

委員長 の決す るところによるO･

(補 則)

第 7粂 この規則に定めるもののぼか､委員会の運営に関し必要を事項は､

委員会の定めるととろ●によるO

附 ･ 則 ,

この層月鋸ま､昭和40年 4月 1日から施行す る｡
1ゝ

制 定 理 由

近年､学問諸分野の琴展に伴い自然科学分野のみそ らず､人文社会科学分野

において も大型計算機を利属して能率的に'学問の実を上げることができるよう

にをったO このたび本学でもその利用体系を婁蕗す阜とと もに_ これを全国の

研究者の.庚 に供す る目的を もって全国真岡利用の大型計算機センタ-を置き､

昭和 40年度第4A4半期も)ら活動す るためqその運営委員会の歳月ijに定狩る

ものである｡

､ニュ ー ス

武野 正三氏 (北大理) は本年 9月渡米の予定のところ_ 1965年3月 よ

りCornell大学のLaboratoryOfAto工DicaridSolid`

StaもephysicsO:thaca,NewYork)に勤務 されるQ
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プ レプ リン ト案内

osy皿 etry C-a)nsideraもionsonMえrtersiticTransforⅡ凪もiorl:

ttFerroelectric"Metals ? 野.W.Anderson)

oDiffuseParanagneticNeutron ScatteringinChromium

Spinels 匹..⊃Ⅶigh七,一→N.MenyukrandT.A.Kaplan)

oDe七ermina七ion ofMagneticOrderi'nginfleisenbergL'hgnets

froエコfligh-TeⅡ】peraもureExpansions F.A.Kaplan,員.E.

Stanley,K.DwightandN.Menyqk十一一---
以上 〔芳田研)

白ヒ大理論研〕

0VacancyasaPhononFieldPerもurba七土on,エーLatticedisもor…

uonaroundaVacancy. OT.Galline,班.0血 ni)

o II-Relaxatione三ユergy forvacLanciesand.vacancy pairs.
･(同 上)

o 工IIrPhononScattering [)yvacanciesand_vacancypairs.

(同 上)

oIV-Freeenergy changein theharmonicapproximation

(同 上)

oV一缶1tropy(っhangeinatwo-Debye もeコ】peraturemodel(同 上)

oTheorァ ofPhononConもribdtion to工nternalFriction of

solids｡ p.p.bevault andJ,A-.lMcLe‡ユnan)

〔京 大〕

oTheもぬgneもic fielddependerlCeOf七hemicrow-ayesurface

impedanceinpuresuperc(｢nduc七ors二(K.Maki)

oOn SurfaceSlユPerCOnSucもivity in theBubcriもicalRegiorユ
LK.池ki)

oTheMagneticpropertiesofもheintrinsicL.onion

SuperconduGtors. 匹.池 ki,T.Tsu封ユki)
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掲 示 板

TokyoSurrmerInstituteofTheoreticalPhysics

の開催について ●~

A..'∵凌-

最近
､
欧米各国で各種0?Su皿mer軍choolが開かれ､年々
盛んにをっている

ことは周知の通りですDこ
れが後進の養生に役立ち
t
国際交流の実をあげ､
ひ

いては､
理論物琴の発展に少者からぬ寄与をしていることは_い
うまでもあり

ません｡この
よう
_
を計画は
_
月本でも何度か試みられましたが
､
経済的茸由そ

の他でいまだに実現できませんでした｡このたび､
我々世話人は
､
各方面から

直接
,
間接の援助をうけー
上記の夏期学校を来る9月中旬に開催できる~見通し

をつけましたO
とくに京都国際会議=tと出席する方あぅち
ー
何人かは.
この学校

で講義することを内諾され
ー
費房の点でも大変助かってお.7_
1,ます｡さ
らに日本
.,
を訪問､
又は通過される方々-のうち
､
その時期に歩調をあp掌てくれるものも

います｡
会議の目的はi'第1にPbDレベルの若手の教育,第2に
自由討論で

すが
､
外翼Z),らの有能を学者を何人かまじえ､
個人的接触を深めることも特徴

です0
本年はteFieldTheoryand旭nyBodyProbl
.
eⅡ】タ
'とし
_
例年化L/

たい意向ですOスケ
.
ジュールは次に定
める通りです｡
轟期1965年9月6日～9月17日

義Il､所第1会場･･:ChristianAcadeI町
長ouse,
大磯(70名宿泊可
能)3食付1月2,3
90円
.
第2会場･･･東京の大学,
研究所
.

内容第1会場は蕃養老ゼミIj--〟.
PhDレベルの学生50-60
名L

と講師及び内外の訪露
琴
o_一
静1避(9
.
6-9.
1巧は物性
.
第2一遇

(9
.
13-9:17)は素粒子とL,､･
出席者のほとんどは交代O

第2会場は
､
適宜
_
開
･
催し
.一
般語浜や研究会に当てる予定D

世話人グループ福田信之(致育大,SecTe也ry),
久保亮五(莱

大) , 庵 原 武生 (京大) , 宮沢 弘成 {東大)I-中嶋一寅雄

(物性研) , 南部陽-郎 (シカゴ大) , 武田 暁 (東兜大)

事務局は教育大物蓮敦盛 (福田.)吟置きますが､連絡は世話人のどを!

たでも結構です｡
■
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掲 示板

外国か らの出席予定者 (underli.rle詩師予定者)

確実又はほぼ確実- K.ABruckn

班.且ell-LAann

er,E.｡R.Caianiello,G.F.Che可~,

ふ,4.L.C-oldberger,A-E.胞 rshak,

Na正泡u,Y Nelel7,i]an,D.PirieS,●

冒下交渉中--Schrieffer,de(‡enne,

Bogoliubov,甘1ashow.

Anderson,Fran七sch土,

Kohn,迦 且をどです O このうち又

は他かち数名 ぐらい也帯出来 ると期待しています｡

財 源 主として寄附に宿 ります｡藤田由夫委員長 (内諾)の もとに募金

委員会ができますO学術振興会が募金の一channelを承諾 し､日本物

理学会が協賛 して くれる予定ですO

以上のとお り､開拓者の皆さんにお知 らせ しますO この計画をちついて皆 亭ん

の御協力をお雇い申 し上げると共に､御意見や御批判があれば_世記入の どを

たかにお知 らせ下 さい0 1965年 1月 L20日●

世 話人一 同

｢名古屋大学工学部力学講座助教授.助手公募｣

l■fI.

1964年度に_名古畳大学工学部に共通詩経として､･一般力学費座が新設

され ました. これは教育上は工学癖の学生に一般力学の黄轟をす るために設け

られた ものです｡ 1965年4月より私 (現在理学部物理教室在任)が この幕

座の教授に香 る予定ですD私と応用物理牽教室との相談の結果､講座の運営そ

の他､一応用物理学教室 と協同で行をう予定壬としてお りますo

静座の研究範囲は､統計力学 ,物性理論で､応用物理教室の志水研 究室 (メ

ン六一 :-志水 .木村 .蘇 .勝木)及び理学部物理教室のS研 (有山 .青森 .山

田 .柏村 .服部 .私 も現在は ここに所属)とは_密接を-関連 を もって､研 究活

◆動を行なってい くことを期待 してお ります｡

この誇轟の助教授1名 ,助手2名を求めたいので1応募して下 さい｡必要事

項を 次に記します0 年
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以上です｡

編 集 後 記

掲 示 板

4月 10日

履歴書 ,研究歴 ,論文 リス ト,論文劉剤 ,研究計画

名古屋市千種区不老町

名古屋大学理学部物理教室

中 野 藤 生

中野 藤生

発行がお くれて申訳あ りません｡研究会報告を入れようとしたのが多少無理

でしたO 研究会の後始末は話し も気の進 まをい ものがありましょうO 第三者か

ら見て世話人の御苦労があま狛こ多かったように感 じられますO-研究会の性格

についての若手の御意見をどしどしお寄せ下 きいO

物 性 研

第‥'1-_3巻 葛.･6号

究

1965年 3月20日発行 (300円)

発 行 人 碓 井 恒 丸

印 刷 者 倉 本 作 雄
京都市左京区岡崎徳成町11

発 行 所 物 性 研 究 刊 行 会
電話(ワワ)8111 内線983
振 替 京 都 5312
京都市 左京区 北白川追分町
京都大学 湯 川 記 念 館 内
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